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4 回⽬以降の更新申請について（現⾏制度） 

2021 年 8 ⽉ 19 ⽇に第⼀報をアナウンスいたしましたが、この度、⼼臓⾎管外科専⾨医の更新における
⼿術経験条件に追加があり「連続して 3 回以上の更新を経た専⾨医は、従来と同じ条件を満たすか、ま
たは術者・助⼿を問わず 100 例以上の⼿術経験（換算なしの 100 例を要する、また⼼臓⾎管外科⼿術
に限らない）を有することでもよい」となりました。 ⼿術経験以外の更新条件は、従来と同様です。 
 
該当する専⾨医は、ご⾃⾝に合致する下記いずれか基準を選択して更新申請を⾏ってください。 
ただし両基準を組み合わせて 100 例分をカウントすることはできません。 
１）術者または指導的助⼿として、⼿術術式難易度表(A)(B)(C)に挙げられているうち換算 100 例以上

の⼿術経験を有する（従来の⼼臓⾎管外科専⾨医更新条件での更新） 
２）術者助⼿を問わず、また⼼臓⾎管外科⼿術に限らない 100 例以上の⼿術経験を有する（⼿術経験に

関する新基準を利⽤しての更新、換算なしの 100 例を要する） 
 
どちらも NCD 検索システムをご利⽤いただく予定ですが、最終的な⼿続き⽅法の詳細については申請
期間開始前のご案内（「更新申請の⼿引き」最新版）をお待ち下さい。 
 
 
１）従来の⼼臓⾎管外科専⾨医更新申請
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２）助⼿、術式を問わない更新申請 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

・「⼿術症例 ⼀覧」をクリックする 
・以下のページ内で⼿術⽇(2018/9/1〜2022/12/31)、術者区分などを⼊⼒し、ステータスは、
完了（承認済）のみチェックして該当症例を検索・⼊⼿する 
・該当症例には１から通し番号をつけて提出する 

 
 
いずれの⽅法の場合も、前回更新申請以降 5 年間の症例が有効ですので、カウントいただける
⼿術は 2018 年 9 ⽉ 1 ⽇〜2023 年 8 ⽉ 31 ⽇のものとなります。ただし未承認データとなる
2023 年分はシステム利⽤いただけませんので、システム内の症例で 100 例に不⾜する場合に
は、本年実施の症例を「紙の⼿術記録コピー」で追加してご申請いただけます。 


